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凍上方式による大 きな木の厳寒期における移植 について

斎藤新 一部 (専 修 大北海 道短大 ) 田 回和 幸 (KKケ イセ イ中標 津 出張 所 )

1.ま えが き

木 を植 え る (移 植 す る)場 合 には ,地 上部 と地下部 のバ ラ ンスが 重要で あ る。 しか も ,植 え

る時期が ,木 の パ イオ リズムに叶 つて い な くて はな らない 。 このパ ラ ンスを検 討す るな ら,植
え る木 の サ イズ と して ,苗 木 が適 して い る。そ して ,植 え るタ イ ミング と して は ,開 葉 前 (休

眠中 )が 適 して い る。

ところが ,ひ との好みは ,完成 した もの と しての大 きな木 を植 え ,見 たい時 に植 え るこ とに

傾 きが ちで あ る 近年 ,重 機 が 登場 して ,大 きな木 の掘取 りお よび運搬 が ご く容易 にな ったた

めに ,大 きな木 の山取 り移 植が盛 んに な って きた .こ の こ とは ,過 去の時 間 を買い ,バ イオ リ

ズムを無視 す る,と い う無 謀な行 為 で あ る ,と いえよ う。そ う して ,多 くの木 が ,天 然記念 物

に近 い木 ,名 木 に近 い木 までが ,強度 に根切 りされ ,山 取 りされて ,成長期 間 中に街 中に運 ば

れ ,移 植 され た  しか し,そ れ らの数 多 くが枯 れて ,生 残 った もの は ご く僅 か であ る。た だ し,

これ らの 一部 に は ,道路建 設 その他 で ,lLむ をえず に移植 され たが ,や は り枯 れた もの もあ る.

自然が育 てた長 寿の木 々の生命 を奪 う ,こ う した傾 向に歯 止め をか け ,安 全確実 に 大 きな木

を移植 す る技術 を確 立 す る必要が あ る .筆 者 た ちが提 案 す る ,大 きな木 を安全 に移植 す るため

の新 しい凍 上方式 は ,先 人 た ちが開発 した ,音 の凍 上方式 を大幅 に改 良 して ,現代 に有用 な技

術 と して確 立 した点 に特徴 があ る。な お ,当 然 の ことなか ら,こ の 方式 が万能 だか らとい つて ,

どれ もこれ も移植 す るので あ って は な らず ,山 地 の名木 をそ こにその まま置 いて大 切 に見守 る,

とい う倫 理 観 が欠タロす るこ とがあ つて は な らな い

2.成 木移 植 の考 え方

苗木 の植栽 が良 い結 果 を もた らす こ とは ,地 上部 (幹 +枝 +葉 )と 地下部 (根 )の パ ラ ンス

か らみて ,自 明の理 であ る。それ ゆ え ,造林 (経 済林 の造成 )で も ,防風林 造 成 にお いて も ,

世界 中で ,昔 か ら,苗木 が用 い られて きた .

それで は ,半 成木 や成木 の移植 は不 可能 なの であ ろ う力ヽ 従 来 の 方式では ,半成 木 や成本 は ,

移植 に際 して ,強 度 に根切 りされ ,地 上部 に比較 して ,地 下部 が 小 さす ぎた 。つ ま り,バ ラ ン

スが悪 い のであ った 。それ ゆ え ,半 成木 や成 木 であ って も ,地 上部 と地下部 のパ ラ ンスさえ良

けれ ば ,移 植 は十分 に可能 な筈 で あ る。

苗木植栽と同様の容易さで,成木を移植するには,次 の点に注意しなければならない。①強
度の根切 りをしない,②地上部に吊り合うように,地下部を可能な限り大きくする,③バイオ
リズムを重視して,休 眠期にしか移植しない,④根を土から離さない,⑤大きい根鉢の運搬に
は重機 を用 い る .要 す るに ,上 つ き苗 (ポ ッ ト・ コ ンテナ 苗 )の 移植 と同様 に考 えれ ば よいの

であ る。なお ,高 さ 3mく らいの半成 木 であれ ば ,養 成 苗木 を育成 してお くの な ら,木 製 ポ ッ

ト コ ンテナで ,土 つ きて ,通 年 の移植 が可能 であ る (斎藤 ,1968a,1986b)
ちなみ に ,造 園技 術 と しての「 根廻 し」は ,数 年が か りの根 切 りに よって ,安全 に細 根 の発

生 を促進 し,運搬 の便 のた めに,地下部 の 小 さ さを補 完 す る良 い 方式であ るが ,実際 には ,山
取 りには とん と用 い られて いない

3.か つて の凍 上 方式 につ いて

か つて ,明治 の開拓以来 ,人 々は集 落 に「 鎮 守の森 」 を造成 して きた。 こ こで も ,苗 木 (山

引 き苗 )を 植 え る とともに ,半 成木 や成 木 を ,さ らには ,大 木 を移 植 して ,ご 神木 (神 宿 る木)
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を速 成 しよ うと努 力 して きた 。

往 時 には ,今 日の よ うな土木 建設用 の重機 類 がなか ったので ,重 い大 きい物 の運 搬 は ,馬 極

に頼 るほか に手段 が なか った 。 ご神木 の移植 も ,当 然 ,馬檎 に よったので ,作 業 は冬 季 (積 雪

寒冷期 )に な った 。その際 ,根 系 を掘 取 る作 業 中に ,土 壌 が凍結 し,根 系 と土壌 が 固 く一体化

され て ,運 搬 に も ,樹 木の生理 か らも ,た いへ ん好 ま しい状 態 にな った。そ う して移植 されて ,

今 日で も旺盛 に生育 してい るご神木 が ,各地 にみ られ る (上 原 ,1959;斎藤 ,1968a)。
ところが ,今 日の よ うに ,重機 類 が発 達 し,道路 が整備 され る と,却 つて ,凍 上方式が 忘れ

られ ,樹 木 の生理 を無視 した ,強 度 の根 切 りに よる移 植 が行 われ るよ うにな って ,失 敗 の事例

が多 くな つた 。そのために ,「 枯 れ補償 」 とい う,樹木 の生命 はそ っちのけで ,人 間社会 だ け

のた めの仕組み まであ る始末で あ る。

こう した不成績 な大木移植 を検 討 し,山 地 に長 く生 きて きた大木 の生命 を無駄 に しない ため

に,本稿 で は ,か つて の凍 上方式 に着 目 し,し か も ,今 日の重機 類 を活用 しや すい 一一筆者 た

ちが考案 し,工 夫 した 一― ,新 しい凍 土 方式 を紹介 す る。なお ,こ の新 しい凍土 方式 は ,筆 者

たちの 1人 の斎藤 が考 え方 (休 眠 中の 上壌・ 根 系複合体 の移植 )を 展 開 し,も う 1人 の 田 口が

現地 で実 際 の掘取 り 。運搬 。定植 )を 工 夫 した もので あ る。

4.作 業 工程 (掘 り取 り,運搬 ,定 植 )

山地 に生 育 して い る移植候補 の樹 木 (高 さが 10～ 15m程 度 )を 選 び ,厳 寒期 (1月 末 ～ 2月

末 )に ,積 雪 を除 いて ,地 面を露 出させ る。そ して ,掘 取 りに 当た り,先 ず ,半径 1。 2～ 1.8m
の円周 に沿 つて ,チ ェ ンソーで根 切 りす る。それか ら,小 型 の ドラ ッグシ ョベル (ハ

゛
ックホー)を 用

いて ,こ の 円周 の周囲 を掘 る (写 真 -1)。 根鉢 の深 さは ,1.1～ 1。 2mで あ り,底 を ワイヤー

で引 き切 る .

次 いで ,運搬 用 の ケース を この大 きな根鉢 に取 り付 け る。そのケー スは ,厚 い波形鉄板 製 の

管 (コルケ―゙トハ・ イフ
゜
)で あ り,2～ 3分割 してあ る (写 真 -2).根 鉢 とケー スの隙間 には ,粗 い

粒子 の上 を充填 す る .そ れか ら,水 を注 入 して ,1～ 2昼夜 か けて ,根鉢 十 ケー ス全 体 を完全

に凍結 させ る (写 真 -3)。
十 分 に凍結 した ら,10～ 15ト ンの ク レー ンで 吊 り上 げ ,大型 の トラ ックに詰み込 む (写 真 ―

写真-1 根系の機械 による掘取 り 写真-2 運搬 ケース (コ ルケ―゙トパイフ
゜
)の 取付け
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この新 しい凍上方式は,次
のような特徴をもっている。

①休眠期に実施 する。木は ,

休眠中にはいろいろな耐性が

高い.②根切 りをは1来 る限 り

避ける.水 や栄養分の吸収は

細根の役割であ り,根 系の外

側の剰‖根をできるだけ切 ら

ないことが重要である。③根

系と上を離れさせない .根 は

土粒子に接 していなければな

らないのであ り,根 。土複合

体を維持 することが活着の要
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4)。

目的 の場 所 には ,前 以て ,大 きな植 え

穴を掘 つて お く。その 中へ ,運搬 して き

た移植木 の コル ゲー トパ イ プ入 りの地 下

部 を入れ る。そ して ,パ イ プを外 し,凍
結 した根鉢 と植 え穴の隙間 に ,切 込み砂

利 を充填 す る。そ して ,春 に向けて ,自
然解 凍 を待 つ 。周辺 に充填 した切 込み砂

利は ,通 気性 が 良好 なので ,移 植後 の根

の伸 長に 貢献 す る .な お ,根鉢 の解凍後

の強 風 に備 えて ,移 植木 には ,添 え木 を

してお く (写 真 -5)。
5。 新 しい凍上方式 に よる移植 の特徴

■

写真 -4 凍結 した根鉢 の 吊 り上 げ と トラ ックヘ の積 込 み

点である。④土壌微生物群 を温存する。落葉落枝の消費者 (昆 虫類 ,ミ ミズ類 ,ダ ンゴムシ類 ,

ダニ類ほか )や 菌根菌 ,根粒菌 ,有機物分解菌などの菌類を ,そ のまま移す .ヘ ビ, トカグ ,

カエルな ども小生態系 として活用する (図 -1)。 ⑤掘取 り 。運搬・定植が容易である。この

凍土方式は ,装 置は大 きいが,根 本的には ,ボ ット・コンテナ方式の苗木の植栽 (CAYFORD,1
972;斎 藤ほか ,1994,1995)と 同様であ る:そ して ,ム シロ巻 き,縄掛け ,土 ぎめ,水 ぎめ ,

枝切 り,ほ かについて ,神 がか り的な熟練技能 を必要 としない。⑥移植後の成長量が ,移 植前
のそれに比べて ,ほ とんど低下 しない。つま り,従来の移植技術に比較 して ,移植 ショックに
よる成長停滞がほ とん とない.⑦寒冷地ならではの技術である。冬季に仕事が乏 しい,北 海道
の造園業界に通年の仕事を創 り出すことになる。これは ,東 北地方や本州中央部の高標高地で
も,採 用可能な技術である。

■,Lす び I「 1成長期後の移植木の状態について

大 きな木は ,従 来の移植方式では ,強 度の根切 りや新 しい上の搬入 (土 ぎめ ,水 ぎめ)に と
もない ,植 付けショックが尾を引いて ,た とえ活着 しても, 1～ 数年の間 ,幹 や枝の伸長が停
滞する傾向にあ り,球 果が着いて ,急 激に樹勢 を失うものが しば しば見 られた。

しか し,こ の新 しい凍上方式では , 1～ 2年後に観察 しても,活 着は当然の ことであ り,幹
や枝の伸長も,掘取 り以前の伸び とほ とんど変 らなかった .最 も安全な休眠期に移植 したこと,

写真 -3 隙 間へ の上の充填 と注水

藤

通 i
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写真 -5 凍 上方式 に よるアカエ

エ ゾ トウヒの移植 (樹 高 15m,

根鉢 直径 2。 9m,深 さ1.2m)
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図 -1 凍 上 方式 の大 きな木 の移植 の模 式 図

根切 りが弱度 であ つた こと,根 と上が分 離 しなか った こ と,そ して ,小生態 系 ごと移 した こ と

が ,移 植後 の正 常 な伸 長 を補償 したので あ る。
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